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八
月
五
日
か
ら
九
日
ま
で
の
五

日
間
、
高
校
総
体
豊
山
競
技
が
四

六
都
道
府
県
か
ら
一
〇
六
校
　
二

一
一
チ
ー
ム
）
　
が
参
加
し
、
大
山
、

烏
ケ
山
を
中
心
に
、
行
わ
れ
ま
し

た
。初

日
の
五
日
は
、
大
山
町
　
（
総

合
体
育
館
）
　
で
開
会
式
が
行
わ
れ

た
あ
と
、
競
技
コ
ー
ス
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
移
動
し

ま
し
た
。
本
町
、
鏡
ケ
成
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
、
A
コ
ー
ス
隊
　
（
男
子

団
体
）
　
の
四
六
チ
ー
ム
が
午
後
三

時
に
到
着
。

ベ
ゴ
ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、

サ
ル
ビ
ア
が
嘆
き
薫
る
プ
ラ
ン
タ

ー
が
道
沿
い
に
ず
ら
り
と
並
び
、

選
手
た
ち
を
出
迎
え
た
あ
と
、
入

山
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
福
田
町
長
が
　
「
よ
う

こ
そ
、
大
自
然
豊
か
な
江
府
町
に

お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

大
山
で
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
健
闘
を

祈
り
ま
す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
。

そ
の
後
、
審
査
員
か
ら
注
意
事

項
や
今
後
の
登
山
コ
ー
ス
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
各
チ

ー
ム
ご
と
の
幕
営
地
へ
。
テ
ン
ト

を
設
営
す
る
前
に
、
審
査
員
が
各

チ
ー
ム
の
登
山
装
備
品
が
正
確
に

あ
る
か
、
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
。

2）
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＼

＼
　
　
＼
、

全
国
高
校
総
体
登
山
大
会

▼
り
注
ぐ
木
漏
れ
日
の
な
か
、

／

星
壷
石
大
山
を
踏
破
し
た
若
人

－
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
花
々
が
出
迎
え
虹

▲ブナ林のなかを理路整然と進む各チーム（重度臓

▲
閉
会
式
は
大
山
町
の
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

非
常
食
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
電

池
の
有
無
な
ど
詳
細
に
わ
た
っ
て
。

こ
の
よ
う
に
豊
山
競
技
は
装
備

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
技
術
　
（
2
5

点
）
、
安
全
確
実
な
歩
行
な
ど
の
行

動
（
4
0
点
）
、
登
山
計
画
な
ど
の
知

識
（
3
0
点
）
、
そ
し
て
、
マ
ナ
ー
な

ど
の
態
度
（
5
点
）
の
計
一
〇
〇
点

と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
統
率

力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
そ
し
て
、
事

細
か
な
豊
山
記
録
ま
で
、
審
査
員

が
同
行
し
な
が
ら
競
技
は
行
わ
れ

ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
五
日
間
の
競

技
日
層
は
無
事
故
で
終
了
。
八
月

九
巳
、
閉
会
式
（
大
山
町
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

蓮
等
た
ち
は
、
大
山
の
大
自
然

君
か
ち
満
喫
。
笑
顔
の
花
が
咲

き
乱
れ
て
い
ま
し
た

／
攣
丑
ム
の
成
績

曇
閻
体
言
取
兼
高

／

B
隊
窓
牒
｝

透
還
■
′
　
鳥
取
西
高

C
隊
（
銅
矧
㌘
烏

了．．

3
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▲魚より人の数が多いかも（親水公園）

（4）
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▲＋七夜初お目百方の女性の伯曹天神ばやし

▲子供作品展（本町一丁目）

（5）

醤
【
日
日
鎚
Ⅷ
l
男
娼

▲ドンドンと響き渡る太鼓
の音（上之段広場）

▲おばさんの踊りをよ～みて踊ってよ（上之段広場）
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根
雨
高
校
の
パ
ワ
ー
全
開

感
動
′
興
奮
′

そ
し
て
燃
焼

ヤ
Ⅰ
）
　
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
努
め
、
そ
し
て
、
ピ

ン
チ
を
切
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
す
。

一
球
一
球
に

全
力
で
集
中

こ
の
夏
、
暑
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
い
に
湧
い
た
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
夏
の
甲
子
園
を
目
指
し
て
の
県
大
会
で
、
郡
内
唯
一
の
出
場
校
・

根
雨
高
校
の
活
躍
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
〝
劇
的
逆
転
勝
利
″
な
ど

の
見
出
し
が
一
般
紙
を
飾
り
、
ミ
ラ
ク
ル
根
雨
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
根
雨
高
校
野
球
部
に
江
府
町
出
身
の
篠
田
久
選
手
　
（
二
年
・
小
江

尾
）
　
と
森
田
祐
基
選
手
　
二
年
・
貝
田
）
　
が
こ
の
大
会
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
大
活
躍
。
篠
田
選
手
、
頭
本
監
督
に
今
大
会
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

－
ま
ず
、
最
初
に
準
々
決
勝
で
対

八
頭
高
戦
九
回
裏
七
－
五
と
リ
ー

ド
さ
れ
て
、
篠
田
選
手
の
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
逆
転
勝
利
を
得
た
わ
け
で

す
が
…
。

ま
さ
か
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に

か
く
、
い
い
球
を
思
い
切
り
振
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
手
ご
た

え
十
分
で
、
二
塁
打
に
を
っ
た
の

で
は
と
全
力
で
走
り
ま
し
た
。
二

塁
の
審
判
が
ぐ
る
ぐ
る
と
手
を
回

し
て
い
た
の
で
、
　
「
ホ
ー
ム
ラ
ン

だ
」
と
心
の
を
か
で
叫
び
ま
し
た
。

－
見
て
い
た
私
た
ち
も
あ
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
で
胸
が
ス
カ
ッ
と
し
ま
し

た
。次

に
、
準
決
勝
の
対
倉
吉
北
高¢

戦
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
で
代
打
小
谷
選

手
が
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
っ

た
あ
の
絶
体
絶
命
の
ピ
ン
チ
の
時

の
ベ
ン
チ
の
雰
囲
気
は
？

小
谷
選
手
は
必
ず
や
っ
て
く
れ

る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
と
最
後
ま

で
絶
対
に
あ
き
ら
め
を
い
よ
う
に

と
い
う
一
点
で
全
員
の
心
は
ひ
と

つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

－
そ
し
て
、
こ
れ
ま
た
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
同
点
と
な
り
、
そ
の
勢
い

で
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
た
わ
け
で

す
が
、
今
振
り
返
っ
て
、
今
大
会

の
一
番
の
思
い
出
は
？

初
戦
の
鳥
取
商
高
戦
で
す
。
全

員
固
く
な
っ
て
、
何
度
も
ピ
ン
チ

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
自
分
（
キ
ャ
ッ
チ

ー
そ
ん
な
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
、

そ
し
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
出

し
た
わ
け
で
す
が
、
打
席
に
立
っ

て
常
に
心
掛
け
て
い
る
点
は
？

と
に
か
く
、
思
い
切
り
振
る
こ

と
で
す
。
不
思
議
を
こ
と
に
バ
ッ

ト
の
真
芯
に
当
た
っ
た
時
は
、
手

に
は
何
の
衝
撃
も
な
く
、
ス
カ
ー

と
し
た
気
分
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
練
習
か
ら
一
球

一
球
に
全
力
で
集
中
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

－
と
こ
ろ
で
、
野
球
を
始
め
た
キ

ッ
カ
ケ
は
？

身
体
の
弱
か
っ
た
お
兄
さ
ん
が

身
体
を
丈
夫
に
す
る
た
め
に
野
球

を
や
っ
て
い
て
、
ぼ
く
も
、
自
然

に
始
め
ま
し
た
。
小
学
校
二
年
生

か
ら
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
、

小
学
校
五
年
生
か
ら
江
府
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
本
格
的
に
野

球
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

－
今
、
話
に
出
た
少
年
野
球
チ
ー

ム
（
今
は
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府
）

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
っ
た
ら
ひ
と
こ
と
。

勝
敗
よ
り
も
野
球
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
く
い
の
を

6

▲身長172センチ、体重65キロ、根雨高校の
主力打者、守備ではキャッチャーとして
チームをリードする篠田選手
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い
よ
う
に
。

－
さ
あ
、
最
後
に
今
後
の
抱
負
は

7
・

⑳

高
校
野
球
を
や
っ
て
い
る
者
を

ら
、
一
回
は
行
っ
て
み
た
い
所
、

最
高
の
舞
台
・
甲
子
園
で
す
。

南
本
監
督
に
聞
く

∇
二
回
戟

鳥
取
商
0
0
0
0
0
0
0
0
〇
一
〇

根
　
　
雨
1
0
0
0
0
0
0
2
×
一
3

根雨高校の対戦成績

∇
準
々
決
勝

八
　
　
頭
0
3
0
0
0
1
2
1
0
1
7

根
　
雨
2
0
0
0
0
1
0
2
聖
8

九
回
裏
二
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
根
雨
高
は
、
石
田
、
西
村
両

選
手
の
連
続
安
打
な
ど
で
一
死
、
一
二
二
塁
の
好
機
に
五
番

篠
田
選
手
が
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
へ
。
二
球
目
の
ス
ト
レ
ー

ト
を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
、
左
中
間
の
ス
タ
ン
ド
に
入
る
逆
転
ホ

ー
ム
ラ
ン
で
三
点
を
あ
げ
、
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

∇
準
決
勝
（
延
長
十
二
回
）

倉
吉
北
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
1
〇
一
3

根
　
雨
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
1
ピ
4

延
長
十
一
回
表
、
倉
吉
北
高
が
本
塁
打
で
一
点
を
あ
げ
た

裏
、
二
死
走
者
な
し
。
こ
こ
で
、
代
打
の
小
谷
選
手
が
バ
ッ

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
へ
。
そ
し
て
、
初
球
の
高
め
の
カ
ー
ブ
を
こ

こ
ぞ
と
ば
か
リ
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
一
挙
に

三
－
三
の
同
点
と
し
、
流
れ
を
変
え
て
決
勝
戦
に
進
む
。

∇
決
　
勝

倉
吉
東
0
0
1
0
0
1
1
0
2
一
5

根
　
　
雨
0
0
0
0
0
0
0
1
〇
一
1

野
球
を
通
じ
て

人
間
づ
く
り

－
す
ご
い
試
合
の
連
続
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
根
雨
高
野
球
の
特

色
は
何
で
し
ょ
う
か
？

こ
つ
こ
つ
と
努
力
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
野
球
好
き
を
生
徒

が
集
ま
っ
て
、
地
道
に
努
力
し
て

き
た
結
果
が
今
回
の
成
績
に
結
び

つ
い
た
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

－
今
、
野
球
部
員
は
何
人
で
す
か
。

三
年
生
が
六
人
、
二
年
生
が
六

人
、
一
年
生
が
六
人
の
合
計
一
八

人
で
す
。
そ
れ
に
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
四
人
の
総
勢
二
二
人
で
す
。

1
決
し
て
、
大
き
な
チ
ー
ム
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
普
段
の
練
習
で

気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す

か
？野

球
だ
け
で
は
を
く
、
高
校
生

活
す
べ
て
に
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

－
今
回
の
大
会
で
は
　
〝
ミ
ラ
ク
ル

根
雨
″
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
…
。

を
か
を
か
普
段
の
力
を
十
分
に

巾
↓

出
し
き
る
こ
と
も
正
直
言
っ
て
、

む
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ミ
ラ
ク
ル
、
ミ
ラ
ク
ル
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
普
段
以
上
の
力
を

出
す
に
も
日
々
の
努
力
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。

－
特
に
、
倉
吉
北
高
戦
で
代
打
の

小
谷
選
手
を
起
用
さ
れ
ま
し
た
が
。

小
谷
選
手
は
バ
ッ
タ
ー
と
し
て

は
最
高
の
バ
ッ
タ
ー
で
す
。
春
の

大
会
で
は
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
の
絶
体
絶
命
の

ピ
ン
チ
を
本
人
は
自
分
の
力
を
ぶ

つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
受
け
と
め

て
い
た
こ
と
が
、
あ
の
よ
う
を
場

面
を
切
り
開
い
た
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

－
次
に
江
府
町
出
身
の
選
手
に
つ

い
て
ひ
と
こ
と
。

▲一人ひとりの選手に細かく指導にあたる監督

篠
田
選
手
は
思
い
切
り
と
パ
ン

チ
カ
が
あ
り
、
春
の
布
勢
野
球
場

（
鳥
取
市
）
で
行
わ
れ
た
大
会
で
も

場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
（
一
二
〇
㍍
）
を

打
っ
て
い
ま
す
。
我
が
チ
ー
ム
の

主
砲
バ
ッ
タ
ー
で
す
。

ま
た
、
一
年
生
の
森
田
祐
基
選

手
は
、
今
大
会
で
も
グ
リ
ン
ナ
ッ

プ
の
選
手
が
バ
ン
ト
を
失
敗
し
瓜

を
ケ
ガ
し
た
た
め
、
代
打
で
出
場
、

バ
ン
ト
を
見
事
に
成
功
さ
れ
、
勝

利
の
道
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
度
胸
の
よ
さ
は
目
を
み
は
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

1
監
督
か
ら
最
後
に
ひ
と
こ
と
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
選
手
本
人

も
ご
家
族
も
野
球
を
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
こ

と
で
す
。

つ
ま
り
、
野
球
を
通
じ
て
人
間

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
、
ず
い

ぶ
ん
す
き
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
決
し
て
、
お

ご
ら
ず
、
謙
虚
に
、
そ
し
て
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

－
練
習
で
お
忙
し
い
所
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（7
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野喉官房長官が来町

「町長・議長と町政について懇談「

八
月
十
八
日
、
午
後
、
新
内
閣

の
野
坂
官
房
長
官
が
町
役
場
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
野
坂
長
官
は
、
「
緑
の
深

い
江
府
町
は
、
私
の
第
二
の
ふ
る

さ
と
で
す
」
と
江
尾
小
学
校
で
教

鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
ろ
を
懐
し
む

よ
う
に
、
当
時
の
こ
ろ
の
話
題
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

町
長
室
で
は
、
福
田
町
長
、
森

田
議
長
を
は
じ
め
各
課
長
が
同
席

し
、
今
後
の
町
政
に
つ
い
て
、
じ

っ
く
り
と
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

帰
町
の
折
、
今
後
の
ご
活
躍
を

祈
っ
て
、
官
房
長
官
に
花
束
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲宇津木所長から花木の目錦が手渡された

▲町長・議長と懇談する野坂長官（町長室）

（町長室）

関
西
大
学
「
う
ぷ
」
越
紀
開
ク
ル

手
づ
く
り
の
人
形
劇
な
ど
行
う

明
倫
小
学
校

8

八
月
六
日
～
八
日
の
三
日

間
、
明
倫
小
学
校
に
関
西
大

学
同
好
会
児
童
文
化
実
践
サ

ー
ク
ル
「
う
ぶ
」
が
訪
問
し
、

子
供
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
人
形

劇
や
紙
芝
居
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
と
交
流
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
、
各
地
で
公
演
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
手
づ

く
り
の
劇
、
ゲ
ー
ム
そ
し
て

歌
を
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
を
手
法

で
子
供
た
ち
の
心
を
キ
ャ
ッ

チ
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
と

夏
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

中
電
倉
吉
電
力
所
か
ら

あ
じ
さ
い
な
ど
花
木
が
寄
贈

八
月
十
一
日
、
中
国
電

力
倉
吉
電
力
所
長
を
は
じ

め
関
係
者
が
来
町
し
、
俣

野
川
発
電
所
人
口
周
辺
の

植
栽
事
業
に
と
花
木
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
然
と
の
調

t

和
を
図
り
、
環
境
問
題
に

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

あ
じ
さ
い
な
ど
の
花
木
六

三
五
本
の
目
録
が
宇
津
木

所
長
か
ら
福
田
町
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

⑳

▲明倫小の児童たちと楽しくゲームをする関西大学「うぷ」
の皆さん（明倫小学校・体育館）
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自衛隊に＿カニ
君のパワーを

⑳

八
月
十
日
午
後
七
時
か
ら
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
　
「
平
和
を
愛

す
る
高
校
生
の
夕
べ
の
集
い
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
衛
隊
の
こ
と
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、
自
衛
隊
米
子
募
集

事
務
所
の
田
中
所
長
か
ら
、
自
衛

隊
の
役
割
や
自
衛
官
試
験
な
ど
に

つ
い
て
話
が
あ
っ
た
あ
と
、
自
衛

隊
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
。
「
こ
ん
を

こ
と
ま
で
、
自
衛
隊
は
す
る
ん
で

す
か
」
と
感
心
し
て
い
ま

し
た
。

全
員
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
し
た
あ
と
、
場
所
を
変

え
て
、
夕
べ
の
集
い
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
野
外
で

花
火
を
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。

▲制服もりりしい女性自衛官の永見さん

眉
切
0
窃
⑯
日
毎

夏
の
l
夜

名
曲
に
酔
い
し
れ
る

▲「へ～え、こんなこともするだ自衛隊
は」と感心する高校生。

ト
熱
心
に
話
を
聞
く
高
校
生

▲トランペットの舌が会場に響き渡る（米原分校）

八
月
十
一
日
、
す
っ
か

り
夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ

た
森
の
音
楽
祭
が
江
尾
小

学
校
米
原
分
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
京
都
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、

町
の
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
、

江
府
中
の
生
徒
も
参
加
。

多
く
の
参
加
者
は
、
夏

の
一
夜
を
名
曲
の
し
ら
べ

に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
模
様
は
N

H
K
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

（9
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鳥取県小学校水泳競技日野郡大会
男子200mリレー・メドレJルー優勝俣野小学校

↓
右
か
ら
藤
原
君
、
下
原
君
、
加
藤
君
、
中
尾
君

七
月
二
十
七
日
、
根
雨
小
学
校

プ
ー
ル
で
鳥
取
県
小
学
校
水
泳
競

技
日
野
郡
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
大
会
の
男
子
二
〇
〇
m
リ

レ
ー
、
二
〇
〇
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ

ー
の
二
つ
の
リ
レ
ー
に
お
い
て
俣

野
小
学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

俣
野
小
学
校
は
、
現
在
児
童
数

は
二
十
二
人
、
六
年
生
の
男
子
は

四
人
、
を
ん
と
か
リ
レ
ー
に
出
ら

れ
る
人
数
し
か
い
ま
せ
ん
。
郡
内

で
は
、
こ
ん
を
小
さ
を
小
学
校
が

こ
れ
ま
で
に
優
勝
し
た
記
録
が
を

く
、
し
か
も
リ
レ
ー
の
二
種
目
と

も
制
覇
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

俣
野
小
学
校
の
選
手
の
み
を
さ

ん
に
一
言
ず
つ
日
野
郡
大
会
の
感

想
を
聞
き
ま
し
た
。

加
藤
義
和
君

『
人
数
が
少
を
い
の
に
よ
く
優
勝

で
き
た
を
と
思
っ
た
。
』

下
原
佑
太
君

『
自
分
た
ち
は
こ
ん
な
に
通
い
と

は
思
わ
な
か
っ
た
。
』

中
尾
広
大
君

『
み
ん
な
と
県
体
に
行
け
る
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
。
』

藤
原
佑
介
君

『
優
勝
で
き
る
な
ん
て
思
っ
て
な

か
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。
』

川

西
ノ
島
町
・
江
府
町
高
校
生
交
流
会

今
年
で
、
四
回
目
に

を
っ
た
こ
の
交
流
会
も
、

毎
年
参
加
者
が
違
う
た

め
新
鮮
で
ま
た
、
両
町

の
高
校
生
と
も
小
学
生

の
時
に
交
流
し
て
い
る

た
め
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク

す
　
ス
し
た
交
流
会
で
し
た
。

島での交流のよう

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
で
の
、
　
『
ヨ
ッ
ト
、

ボ
ー
ト
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス

キ
ー
』
　
で
の
研
修
や
、

浜
辺
で
自
分
達
で
取
っ

酎
た
サ
ザ
エ
で
作
っ
た

▲
　
『
サ
ザ
エ
め
し
』
な
ど

八
月
十
九
二
一
十
日
の
二
日
間

西
ノ
島
町
・
江
府
町
高
校
生
交
流

会
が
、
島
根
県
隠
岐
郡
西
ノ
島
町

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
小
学
生
、
テ

ニ
ス
な
ど
毎
年
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
交
流
会
を
高
校
生
の
間
で
も

行
い
、
姉
妹
町
で
あ
る
西
ノ
島
町

と
江
府
町
の
活
性
化
に
高
校
生
レ

ベ
ル
か
ら
参
加
し
た
い
と
考
え
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑳

西
ノ
島
を
ら
で
は
の
経

験
を
し
ま
し
た
。
『
冬
に
は
、
ス

キ
ー
交
流
で
ぜ
ひ
江
府
町
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
』
　
と
、
江
府
町
の
高

校
生
。

『
で
き
れ
ば
行
き
た
い
で
す
ね
』

と
、
西
ノ
島
町
の
高
校
生
。

す
こ
し
づ
つ
交
流
の
輪
が
鉱
が

っ
た
今
回
の
西
ノ
島
町
・
江
府
町

高
校
生
交
流
会
で
し
た
。
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第
二
十
六
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

▲福田町長の激励を受ける
各務君（中）と大谷君（右）

第
二
十
六
回
全
国
中
学
校
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
が
八
月
二

十
三
日
　
（
水
）
千
葉
県
の
白
子
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
地
区
代
表
と
し
て
本
町
か

ら
江
府
中
学
校
三
年
生
、
各
務
伸

二
君
と
大
谷
英
君
が
出
場
し
ま
し

た
。結

果
は
一
回
戦
は
、
岩
手
県
代

表
と
対
戦
し
勝
ち
ま
し
た
が
、
二

回
戦
は
埼
玉
県
代
表
と
対
戦
し
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

「米沢倶楽部」主催

ト
プ
ロ
み
た
い
で
す
ね

し
た
。

こ
の
ロ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
は
今
年

で
二
回
目
、
昨
年

は
敬
老
の
日
に
、

『
水
戸
黄
門
』
を

中
心
と
し
た
演
劇

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
若

い
年
齢
層
と
、
高

年
齢
層
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
交
互
に
毎

年
行
っ
て
い
き
た

い
と
　
『
米
沢
倶
楽

第
十
二
回
江
府
町
壮
年
野
球
大
会

▲優勝の貝田チーム

第
十
二
回
江
府
町
壮
年
野
球
大

会
が
八
月
十
九
日
　
（
土
）
　
か
ら
二

十
四
日
　
（
木
）
　
ま
で
町
運
動
公
園

グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
十
チ
ー
ム
の
参
加

が
あ
り
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
よ
り

も
熱
い
戦
い
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
決
勝
戦
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
と
し
て

メ
ダ
ル
が
山
陰
中
央
新
報
社
よ
り

贈
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦

俣
野

貝
田

俣
野
0
0
0
0
0
0
0
一
〇

貝

田

0

0

0

5

0

1

×

一

6

中
尾
幹
－
岡
本

森
田
広
－
谷
田
哲

本
塁
打
　
谷
田
和
（
貝
田
）

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

新
道

新
町
一

下
蚊
屋

貝
田

生
田
義
夫
脚
宇
田
川
寛
良

三
輪
英
男

二
　
川
端
孝
志

小
椋
喜
美

森
田
広
実
・
谷
田
和
男

米
沢
地
区
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
　
『
米
沢
倶
楽
部
』
が
、
七
月

二
十
九
日
　
（
土
）
米
沢
小
学
校
体

育
館
で
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
大

音
響
と
、
き
ら
び
や
か
を
照
明
で

プ
ロ
の
機
材
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
設
備
に
、
集
ま
っ
た
若
い
年
齢

層
の
観
客
は
び
っ
く
り
、
ま
た
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
た
バ
ン

ド
の
メ
ン
バ
ー
は
、
　
「
こ
ん
な
に

整
っ
た
機
材
で
演
奏
で
き
る
こ
と

は
を
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変

嬉
し
い
で
す
。
」
　
と
、
始
ま
る
前

か
ら
興
奮
気
味
に
答
え
て
く
れ
ま

部
』
　
の
メ
ン
バ
ー
は
ロ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
の
ビ
ー
ト
に
乗
り
を
が
ら
、

来
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
構
想
を
練
っ

て
い
ま
し
た
。

↓
ラ
イ
ト
が
き
れ
い
で
す

（11
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求めを私る

水
資
源

改
善
活
動

前
回
は
森
林
が
水
源
滴
菱
に
大

き
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
こ
と

に
ふ
れ
ま
し
た
。

幸
い
、
私
達
の
町
は
多
く
の
緑

に
囲
ま
れ
、
き
れ
い
で
、
お
い
し

い
水
を
存
分
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
都
会
を
は
じ
め
河
川

の
下
流
地
域
で
水
源
の
確
保
が
深

刻
を
問
題
と
在
っ
て
い
る
所
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

富
士
山
か
ら
の
豊
富
を
湧
水
が

あ
り
、
古
く
か
ら
　
「
水
の
都
」
　
と

よ
ば
れ
て
い
た
三
島
市
で
は
、
か

っ
て
は
湧
水
に
よ
る
川
が
市
内
を

流
れ
、
水
辺
は
憩
い
や
語
ら
い
の

場
と
し
て
市
民
の
生
活
に
安
ら
ぎ

を
与
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
美
し
い
水
辺
の
環
境
も
昭

和
三
十
五
年
頃
か
ら
上
流
で
の
地

下
水
の
汲
み
上
げ
や
滴
養
域
の
減

少
に
よ
っ
て
悪
化
し
は
じ
め
、
湧

水
は
へ
り
、
川
水
の
減
少
に
よ
っ

て
逆
に
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
の
混

入
や
ゴ
ミ
の
投
棄
が
増
え
て
き
た

⑬

▲きれいな船谷川になりました。

進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
様
を

地
域
参
加
の
地

道
な
取
り
組
み

で
次
第
に
昔
の

姿
を
と
り
戻
し

つ
つ
あ
る
と
い

い
ま
す
。

快
適
を
生
活

が
送
れ
る
こ
と

は
だ
れ
も
が
願

う
こ
と
で
す
。

水
資
源
に
限
ら

ず
省
資
源
、
環

境
美
化
な
ど
身

近
を
問
題
を
一

人
ひ
と
り
が
自

分
の
課
題
と
し

て
捉
え
、
自
分

達
の
た
め
に
学

と
い
い
ま
す
。

自
慢
に
し
て
い
た
三
島
の
湧
水

も
こ
の
ま
ま
だ
と
な
く
な
り
、
潤

い
の
な
い
街
に
を
っ
て
し
ま
う
と

の
市
民
の
思
い
か
ら
　
「
三
島
ゆ
う

す
い
会
」
を
設
立
し
て
湧
水
を
見

直
し
、
守
り
、
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
水
に
つ
い
て
の
情
報
収
集

か
ら
自
然
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

ぶ
勉
強
会
や
地
下
水
適
者
の
推
進
、

水
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
提
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
を
活
動
を

習
し
て
知
識
を
得
た
り
、
知
恵
を

出
し
合
う
こ
と
で
住
み
よ
い
地
域

の
実
現
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

江
府
町
で
も
、
水
を
大
切
に
し
、

水
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎

年
、
船
谷
川
周
辺
の
清
掃
活
動
を

行
っ
て
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

水
辺
の
環
境
保
全
に
関
心
を
も

ち
、
実
践
の
仲
間
が
増
え
、
こ
の

豊
富
を
水
資
源
を
損
う
こ
と
な
く
、

貴
重
を
財
産
と
し
て
、
次
代
に
引

継
ぐ
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

⑳

生涯学習推進大会
会文　化　講　演

◆
一
日
目

〇
日
時
　
平
成
七
年

十
月
二
十
八
日

（
午
後
七
時
～
八
時
幸
分
一

●
会
場
　
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
土
井
利
樹

広
島
大
学
助
教
授

◆
二
日
目

〇
日
時
　
平
成
七
年

十
月
二
十
九
日

事
後
一
時
⊥
一
時
幸
分
〉

●
講
師
　
マ
イ
ク
眞
木

＊
活
動
　
大
学
在
学
中

に
「
バ
ラ
が
咲
い
た
」

で
デ
ビ
ュ
ー
。

野
外
活
動
の
経
験

12

が
多
く
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ラ
イ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
講

演
を
手
掛
け
て
い
る
。
（
建
設
省
主

宰
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
研
究
会
顧

問
）

√
｛
‥

（マイク眞木氏）

′　　　　ヽ

日
程
・
内
容
な
ど
は
、

∵
一

で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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生涯学習基本 l－フ－－マ

⑳
『
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

九
月
か
ら
二
カ
月
間
、
中
国
山

地
県
鏡
市
町
村
連
絡
協
議
会
が
主

催
で
実
施
し
た
、
エ
メ
ラ
ル
ド
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
9
4
を
展
示
い
た

し
ま
す
。

十

　

五

　

夜

朝
夕
め
っ
き
り
凌
ぎ
や
す
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

す
す
き
の
穂
が
顔
を
の
ぞ
か
せ

山
か
げ
に
は
萩
が
、
薄
桃
色
の
花

を
付
け
て
い
ま
す
。
た
わ
わ
に
実

っ
た
稲
穂
の
上
を
赤
ト
ン
ボ
が
飛

び
は
じ
め
る
と
季
節
は
も
う
秋
で

す
。

「
月
々
に
目
見
る
目
は
多
け
れ

ど
、
月
見
る
目
は
こ
の
目
の
月
」

と
詠
ま
れ
る
中
秋
の
名
月
も
こ
の

季
節
で
す
。

十
五
夜
の
ま
ん
ま
る
い
月
を
背

景
に
、
三
方
に
お
だ
ん
ご
を
供
え
、

す
す
き
の
穂
を
飾
っ
た
シ
ル
エ
ッ

ト
は
絵
に
な
る
風
景
で
す
が
、
満

月
の
明
か
り
は
、
薄
明
か
り
の
よ

う
で
も
、
か
な
り
細
か
い
作
業
も

で
き
る
光
度
が
あ
り
、
塩
煙
と
し

て
人
を
狂
気
に
誘
い
込
む
よ
う
な

気
が
し
ま
せ
ん
か
？

満
月
の
前
後
は
、
潮
の
干
満
の

差
の
最
も
大
き
い
時
で
も
あ
り
、

俗
に
、
人
は
満
潮
時
に
生
ま
れ
干

潮
時
に
死
ぬ
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
、

何
や
ら
人
の
一
生
に
も
か
か
わ
り

が
あ
る
よ
う
で
一
層
神
秘
的
に
感

じ
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
の
ん
び
り
お
だ
ん
ご
を

食
べ
を
が
ら
、
夜
空
に
輝
く
月
や

星
に
思
い
を
は
せ
て
み
る
の
も
一

興
。
忙
が
し
い
昼
間
の
喧
騒
を
忘

れ
て
ホ
ッ
と
一
息
。
心
を
宇
宙
ま

で
飛
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

夜
空
の
主
役
た
ち
に
関
す
る
資

料
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
図
書

館
に
お
い
で
下
さ
い
。

日
一
日
と
長
く
な
る
秋
の
夜
。

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
図
書
館
が
お
手
伝
い
い

た
し
ま
す
。

夏
休
み
の
問
、
小
中
学
生
が
毎

日
図
書
館
で
勉
強
を
し
て
い
る
姿

は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

▲グランプリの「神楽」

（
小
　
　
説
）

○
ホ
ー
ム
・
ス
イ
ー
ト
・
ホ
ー
ム

赤
川
　
次
郎

○
特
急
「
し
を
の
2
1
号
」
殺
人
事
件

西
村
京
太
郎

○
棟
居
刑
事
の
追
跡

森
村
　
誠
一

〇
八
月
六
日
上
々
天
気長

野
ま
ゆ
み

○
無
印
お
ま
じ
を
い
物
語

群
　
よ
う
こ

新

着

図

書

（
エ
ッ
セ
イ
）

○
花
弁
を
光
に
透
か
し
て

高
橋
の
ぶ
子

○
続
・
そ
よ
風
と
き
に
は
つ
む
じ

風
　
　
　
　
　
　
池
辺
　
　
良

○
薄
荷
草
の
恋

〇
月
と
星
の
夜

○
記
憶
の
隠
れ
家

○
最
高
の
恋
人

○
幻
の
朱
い
実

○
菊
齢

i
J
′
ヽ
ユ
十
血
・
｛
り
曳
．
」

○
天
使
の
牙

○
蓮
如

○
人
間
の
幸
福

○
西
行
花
伝

（
雑
　
　
学
）

田
辺
　
聖
子

老
海
沢
泰
久

小
池
真
理
子

岡
田
　
悪
和

石
井
　
桃
子

宮
尾
登
美
子

大
沢
　
在
昌

五
木
　
寛
之

宮
本
　
　
輝

辻
　
　
邦
生

○
テ
ー
ブ
ル
の
雲
　
林

○
恋
を
し
ま
く
れ
　
田
嶋

（
小
　
　
説
）

○
ご
臨
終
で
す

○
家
族
の
時
代

大
林

清
水

望
陽
子

ち
ー
】
よ
■
つ

智
詳

義
範

○
娘
・
麻
里
也
と
と
も
に
ア
ト
ピ

ー
と
闘
っ
て
…
…
秋
川
リ
サ

○
紳
士
の
小
道
具
板
坂
元

○
ガ
ラ
ク
タ
道
楽
林
丈
二

〇
ニ
ッ
ポ
ン
う
ま
ラ
ー
メ
ン
2

0
0

毎
日
新
聞
社

○
機
長
の
か
ば
ん
石
崎
秀
夫

○
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
ゲ
ー
ム

○
鯨
を
捕
る

軍
司
　
貞
則

須
田
慎
太
郎

Hg
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⑳

l二票訟詣ふ二
町では、介護を要する高齢者な

どの居宅環境を整備される方に、

次の要件でお手伝いします。

■対象者

次の項目のいずれかに該当する

世帯

①おおむね65歳以上の在宅の介護

を要する老人のいる世帯

②身体障害者手帳「1・2級所持

者」のいる世帯

③療育手帳「A」所持者のいる世帯

■内容

既存住宅の浴室・トイレ・玄関

居室をど対象者の日常生活の利

便を向上させる改良に限ります。

（新築・増築は対象に在りません）

■助成額

改良工事費の内　3分の2

（ただし、助成対象経費は、100

万円を限度とします）

■申込期限

平成7年10月31日伏）

■お問い合わせ先

役場・福祉保健課福祉係

（℡75－2211）

［∨罵言諾託諒
10月2日仇）をもちまして、NT

T根雨支店は閉店することに在り

ました。

今後は、NTT米子支店が今ま

での業務を行います。

いろいろなお問い合わせは次の

ところにしてください。

●電話の注文　　局番なし116

●電話の故障　　局番をし113

■電話料金については

0859（33）2146

空望三男警霊芝霊芝］
8月は過去10年間、県下最悪の

交通事故が多発しました。

そこで、この機会に県民一人ひ

とりに交通安全意識を普及し、交

通ルールを守り、交通マナーの実

践を習慣付け、交通事故防止の徹

底を図ります。

●運動のスローガン

無理しない

用心深さも

年の功

●運動の重点

●高齢者の交通事故防止

●シートベルト着用の徹底

9月21日シートベルト着用推進の日

9月28日高齢者交通安全強調の日

溺蒜箭詣扁
一時短奨励金制度が変更一

中小企業労働時間短縮促進特別

奨励金（時短奨励金）制度が次の

とおり変更され、労働時間の短縮

に取り組まれる事業主の皆さんに

いっそう利用しやすくなりました。

■変更内容

①小規模事業場（労働者30人以下

の事業場）における投資額に係

る要件が300万円から150万円に

緩和されました。

②大幅を労働時間短縮（過3時間

以上）を行い、一挙に40時間労

働制を達成した事業主について

は、事業場規模に応じて、支給

額に25万円から75万円が上乗せ

支給されることに在りました。

■お問い合わせ先

労働時間短縮支援センター（全

国労働基準関係団体連合会・鳥

取県支部）

℡0857（24）4138

［芸蒜芯コ
江尾十七夜納涼カラオケ大会の

司会者を務めていただいた山陰放

送のアナウンサー・和田季子さん

の色紙を3人の方にプレゼントし

ます。ご希望の方は、次の所に葉

書で申し込みください。

●申し込み先

江府町江尾475　江府町役場

総務課（住所・氏名・TELをご

記入してください）

（14）
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もなく始まります

国勢調査・10月1已
－ご協力をお願いします，－

10月1日から全国一斉に国勢調

査が行われます。

この国勢調査は、日本に住んで

いるすべての方を対象として行わ

れる国の最も基本的を統計調査で

す。

この調査の結果は統計としてま

とめられ、21世紀に向けた各種の

計画や福祉対策、雇用対策、住宅

対策、防災対策など各種の行政を

行うための重要な基礎資料とをり

ます。

皆さんのご協力をお願いします。

募 集 種 目 募 集 人 員 試 験 資 格 受 付 期 間 ．試 験 期 日 合 格 発 表

防 衛 大 学 校 理 工 学 専 攻

高 卒 （見込 ）

9 月 1 8 日 1次 1 次

学 生 （一 般 ） 約 3 15人 ～ 10 月1 6 日 11日11日～12 日 12 日 5 日

人 文 社 会 科

専 攻

約 7 0人

2 1歳 未 満 2 次

12円12日～15 日

最終

平 成 8 年

2 月1 4 日

防 衛 医 科
約 6 5人

高 卒 （見込 ） 9 日 18 日 1次 1 次

大 学 校 学 生 2 1歳 未 満 ～ 10 日1 6 日 1川 4 日～ 5 日

2 次

12日 6 日～ 8 日

11日 28 日

最終

平 成 8 年

2 月1 5 日

看 護 学 生 陸 上 高 卒 （見込 ） 9 日 18 口 1次 1 次

約 10 5人 2 2歳 未 満

の 女 子

～ 10 月2 0 日 10日31日

2 次

11日25～28日

11日 1 0 日

最終

平 成 8 年

1 月2 5 日

自衛 隊 生 徒

陸 約 25 0人

海 約 6 0 人

中 卒 （見込 ）

1 7歳 未 満
1 1月 1 日 ～

1次

平成 8 年1月6 日

2 次

1 次

平成 8 年1剛 7日

最終

空 約 5 0 人
の 男 子

平 成

8 年 1日 4 H
平成8 年1月25日

～28日

平成8年2日26日

■お問い合わせ先

自衛隊米子募集事務所　℡0859（33）2440

行事奉れこれ9月

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

9／11（月）県町村会役員研修（11日・12日） 18（印

12伏）
消防委員会

1 9（火） チロルの里多目的施設起工式

13（姻 高齢顕彰
西部町村会

20㈹

14（杓
国勢調査説明会（9 ：30）

2 1（杓
秋の全国交通安全運動（21日～30日）

15（金
敬老の日 22（封

16出 23出 秋分の日
＼魚崎町物産展

17（日）明倫・俣野・江尾運動会 24（日）ノ

（15）
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発
行

江
府
町
役
場

‘
㌣
∴
…
．
十
㌦
㍉
∴
工
了
　
し

編
集
・
総
務
課
　
　
印
刷
・
富
士
印
刷

●お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

池の内　加藤　敬三　男　誉　正

下安井　加藤　俊大　男　高　広

西　成　神庭　尚也　男　良　昌

美　用　下垣　岩蓮　男　　学

西　成　妹尾　佳奈　女　秀　樹

佐JII　坂本莱梨乃　女　　　環

●ご冥福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯丑

本　一　藤田　松男　69歳　本人

助　澤　川上　　清　88歳　良文

下蚊屋　梅田　菊治　64歳　明美

局毎領袖守
や沙哲⑯

自然がいっぱいある所に

行ってみたいですね

米沢小学校（育休代替事務）勤務　篠田弘美さん（22歳）

＊今の仕事の内容は？

今年の3月末から、事務の仕事

をしています。まだまだわからな

いことがいっぱいあります。

＊行ってみたい所は？

一度、北海道の札幌に行ったこ

とがあり、今度行くならもっと北

の稚内。とにかく、自然がいっぱ

いある所。

＊好きな男性のタイプは？

活動的を人で、芸能人でいえば

高橋克典さん。

＊好きな花は何ですか？

白い花が好きで、かすみそう。

＊将来の夢は？

今は、特にありませんが、もう

少し大きを車に乗ってみたいです

ね。

＊町にのぞむことは？

遊ぶことのできる施設があった

らいいと思います。

で
イ
ベ
ン
ト
、
大
会
が
目
白
押
し
。

カ
メ
ラ
を
片
手
に
、
あ
ち
ら
の

会
場
、
こ
ち
ら
の
会
場
に
駆
け
ず

り
回
っ
た
。
背
後
か
ら
照
り
付
け

る
日
差
し
は
首
す
じ
を
ジ
リ
ジ
リ

と
焼
き
、
カ
メ
ラ
の
ひ
も
の
跡
が

く
っ
き
り
と
。
ま
る
で
、
ゼ
ブ
ラ

ス
ト
ラ
イ
プ
（
し
ま
馬
の
し
ま
柄
）

の
よ
う
に
。
し
ま
馬
の
よ
う
に
駆

け
め
ぐ
っ
た
夏
も
終
り
、
今
は
秋
。

そ
の
ス
ト
ラ
イ
プ
も
消
え
て
し
ま

っ
た
が
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け

自
ら
の
体
に
む
ち
を
入
れ
て
、
「
さ

あ
－
。
突
っ
走
る
ぞ
－
」
と
意
気

込
み
は
十
分
H
。
し
か
し
、
そ
の

広
報
魂
も
今
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
夏
パ

テ
ぎ
み
か
。
▼
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
始
ま
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
八
月
は
交
通
事
故
が
多
発
し

た
。
自
分
だ
け
は
事
故
を
ん
か
起

こ
す
わ
け
は
な
い
。
ち
ょ
っ
と
ぐ

ら
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
も
…
。

そ
ん
な
甘
え
が
事
故
を
引
き
起
こ

す
よ
う
を
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
交
通
ル

ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
互
い
に
。

世帯数1，259世帯（＋3）人口4，499人（－12）男2，137人（－ 9） 女2，362人（－ 3）

▼
数
か
目
前
の
冷

夏
と
い
う
気
象
予

報
を
く
つ
が
え
し

て
、
猛
暑
と
な
っ

た
夏
。
こ
の
暑
さ

の
を
か
、
町
内
外

塵∋岩
（）は前月比　7月末（16）

ヨ
3
3
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